
COG2025 応募内容確認書

ID 28-18-1

自治体名 大阪府大阪市東淀川区

自治体提示地域課題 生活保護自給率が高く、経済的困難を抱える家庭が多い。

チーム名 みんクル

アイデア名 みんなで作るインクルーシブ食堂

チーム属性 学生：学生（※）だけで構成されたチーム

チームメンバー数 5

代表者 高口 藍

メンバー（公開） 高口 藍, 中道 楓莉, 関谷 美紅, 中西 洸太, 山田 聖大

【確認事項】

■ ＜応募のPDFファイル名と送付先＞確認しました。
■ ＜応募内容の公開＞確認しました。
■ ＜知的所有権・肖像権＞確認しました。問題ありません。
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みんなで作る
インクルーシブ食堂

チーム  みんクル
自治体名   大阪市東淀川区
地域課題    社会環境の変化に応じた地域コミュニティの形について考える
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イベント内容

イベント名：みんなで作るインクルーシブ食堂

※インクルーシブとは？

誰も排除せず、全ての人を受け入れる、包み込むという考え方や姿勢を指す

大学✖子ども食堂をテーマとした食イベント

いつ→春夏秋冬の年４回　（土日の休みの日）午後 12時〜開始

どこで→大阪成蹊大学　サンパティオ（芝生）雨天決行　

雨の場合でもテントを張るためその場所で開催を行う。

※場所を変えずに別日にする理由

開催場所が開放的な場所のためその場所を強く推したいため
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誰が：大学生と社会的困難を抱えた方々(生活保護を受けている方)

誰に：親子連れの子供や学生などを中心とする

　　（限定とするわけではなくターゲットはあえて明確に絞らない）

何を：季節にあった食材を使い、大学生と社会的困難を抱えた方々が作る食堂型イベントの開催

食べに来る方は無料でて

誰もが主役になれるイベントを開催して地域の活性化につなげる

誰もが主役であり主体的にこのイベントに取り組むことで達成感を得られる

そこからまたやりたいという感情が芽生え一度だけの開催ではなく継続的な開催につなげる

地域の活性化が進むと町が明るくなり若者の活動したいという意欲も増えるのでは…
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なぜこの企画をするのか(理由、根拠)
生活保護受給率が高く、経済的困難を抱える家庭が多い地域であるため

　→ 子ども食堂を通して「食の支援」と「つながりの支援」を同時に提供できる。

・生活保護を受けている方や障がいを持った方は外に出ようという意識が少なかったり、孤独を
感じている方々が多いため

→この機会を通して、社会参加の機会を増やすことができたり、自信につながるようになると思
うから

5



この企画をする理由、根拠

「支援」だけでなく「地域経済の循環」を生み出せる可能性があるため社会的困難を抱え

る人に運営を手伝ってもらい、作った料理を地域の人に食べてもらうことで、「福祉 × 食 
× 地域経済」の循環型モデルをつくれる。

　→ “援助”ではなく“参加と役割”を重視した支援に。

東淀川区は学校が多く子どもや学生が多いので、
東淀川区全体をターゲットにするのは大きすぎると思ったので、その中でも生
活保護を受けている家庭を主に考えています。

他との差別化
誰もが主役になれる設計にすることでターゲットを絞らず多様性を前提にする

開催場所を変えないことで、この場所で行われているイベントだと位置付けることが
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＜実施体制・課題＞

企画をするにあたっての課題

事前準備：①援助する側の学生自身が料理手順を理解しておく必要がある

　　　　　②参加者のアレルギーに対応した献立づくり

　　　　　　↪（特定原材料：卵、乳、小麦、えび、かに、そば、落花生、くる　　　　　　　　み）
は避ける。

　　　　　具体例）おにぎり、野菜スープなど簡単なものから

　　　　　③このイベントを広めるポスターやチラシが必要

実施体制：年４回の開催のため都度アンケートをとり、リピーターや満足度、
　　　　　次回の料理の提案などを調査し次の開催までに改善する。

実現可能性：本イベントは大学構内という安定した会場、学生を中心とした運営体制、無理
のない開催頻度を設定しているため現実的かつ継続的に実施可能！！
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費用

①食材・調理関連の費用(人数×200円〜400円を想定 100人なら2〜4万円)

食材費（主食・野菜・調味料など）

消耗品費：紙皿、紙コップ、割り箸、スプーン等

②人件・運営系の費用→基本はボランティアで運営

③許可・手続きに関わる費用

臨時飲食店営業許可の申請料

火気使用の申請費 …等

④企画・広報の費用

ポスター・チラシ印刷

SNS広告や地域広報誌の掲載料

看板・のぼり旗の製作
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